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雪が 焦がす 
後藤 敏 又 


1. “Zwei Jaina-Stotra” と 題し て 。H. JAcogi, Indische Studien XIV (1876) 359- 
391 は Bhaktamarastotra と Kalyanamandistotra と よ ば れる 詩 編 を 写本 に 基づい て 
出版 し 。 ドイ ツ 語 訳 を 付 し て 紹介 し て いる 。 内容 は Mahavira に 先 だ つ ジャ イ ナ 
_ 教 第 23 代 教 主 Parsvanatha へ の 讃 瑞 で あ る 。 後者 は JAcoBl LENHARD の 指摘 に よ 
れ ば , 前 者 を より 標準 的 な サン スク リッ ト を 用 いて 模 し た 作品 で あり , Siddha- 
sena Divakara の 作 と きれ る 。 著 者 の 素性 も 年 代 も 不詳 で ある が , 16 世紀 に 遡る 
注釈 が 知ら れ て いる よう で ある 。 その 第 13 詩 に 次 の 歌 が 見 られ る 
zo の ZS 7 の 7 の X27 7200 77 の 太 27272 7277S7 の 
2s7 の 5 2 0272 2272 72 722c の 7 が | 
5 の 7 97277 7 7 の SS27 の 7 / の 6 
7 の の の 77 の 2 の 272722 4 222 2774 の 247 | ' 
[怒り が 君 に よっ て , 支配 者 よ , 最初 に 捨て 去ら れ た の な ら ぱ !, 
_ そ の 際 ,。 いっ た い , どの よう に , 行為 ( 業 ) と いう 次 次 人 た ち が 〔 君 に よっ て 〕 
粉砕 さき れ た と いう の か 。 
_ あるいは また , か の ( 例 の ) 地 で は , 冷た く と も , 
小黒 い 木々 の 森 た ち を, 積雪 が 焦がし は し な いか 。」 
(あな た は 業 と いう けし か ら ぬ 募 た ち [擬人 化 〕 を 滅ぼし た と いう が , 怒り を も た 
ず に ど の よう な 次 第 で 可能 で あっ た の か 。 冷た い 雪 が 木々 を 焼く と いう こと も , 
実際 に 見 られ る そう で は ある が 。) 
和 色 り が 火 と し て 表象 され , 敵 を 焼き 殺す , と いう う 観 金古 人 今 」, イ ンド 内 外 を 間 
わ ず 広 く 見 . ら れる 。 こ れ に 対し ,「 雪 (また は 冷た いも の ) が 木 を 〕 焦がす , 焼 
く 」 と いう 表現 は , 木の葉 が 外 や 雪 に 枯れ る と , 火 に 和 炎 ら れ た 時 (ある い は , 陽 
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に 「 焼 か れ た 」 時 ) に 似 た 脱水 ・ 諾 化 の 状態 を 星 す る こと に 基づく も の で あろ う 
が , 必ず し ゃ 予想 され る 表現 と は 言い 難く , 注目 され る 。 
伝 Bhasa 作 の Trivandrum 劇 中 に 有名 な Svapnavasavadatta 「Vasavadatta の 物 
語 , 夢 の 巻 ] 第 5 幕 還 頭 に 見 られ る Udayana 王 の 独白 の 背 後に も , 「 雪 が 焼 く 」 
と いう 表現 の 存在 が 想定 され る : 
2gy22 200 あ が の の 82 KYZ777 人 77// 硫 /77/777727/// 
277772477/7727/ 07 の 6942 の 2 の 7 | 
/2292 ん 6 7277772674 の 772749277S72772 
772 の 2 の 72720777 7227277 2 の 7 C227276727 | 
「 ア ヴァ ンティー 王 の , 誇らしい , 【〔 父 に 〕 似 た 愛 女 【 の こと は ), 
時 の 巡り に よっ て 再び 妻 を 持つ 身 と な っ た 〔 今 の 私 ] は , 
ラー ヴァ ナカ 【〔 の 村 〕 で , 火 の 神 に 細い その 身 (「 身 の 棒 」) を 撮 わ れ た , 
その ひと を , (時 の 巡り に よっ て ) 水 蓮 が 雪 に 打ち 倒さ きれ た も の と 思い な す 
(と し ょ う )。」 | 
デン ディ の 手 欠 で は 手 人 公 ゲ テー リヴ テグ ダック ター の こと で ある 。 ヴァ ッ 
ツァ 族 の 宰相 ヤッ ウガンダ ラー ヤナ は 王 ウ ダ ヤ ナ と マガ ダ 国 王 の 妹 パ ド マ ー ヴ ァ テ 
ィ ー と の 政略 結婚 に よっ て 国 を 表 う べく , ウ ダ ヤ ナ 王 の 愛す る 后 ヴ ァ ー サ ヴァ ダ 
ッ タ ー と 自身 と が ラー ヴァ ナカ の 地 で 焼死 し た も の と 偽装 し 行者 の 兄 姉 に 身 を 
や つ し て いる 。 こ の 詩 は 土 が パ ド マ ー ヴ ァ テ ィ ー と の 結婚 を 決意 し て 歌う 台詞 で 
ある 。 水 蓮 の 雪 枯 れ と 焼 か れ た 村 と を 重ね る 連想 の 背景 に 「 雪 が 焼く 」 と いう 表 


、 現 が ある も の と 理解 する と , 詩 の 典 行 き が 一層 よく 理解 で きる 。 


「 雪 が 焼く , 焦がす 」 と いう 観念 な いし 表現 が 実際 に サン スク リッ ト 一 般 に 用 
い られ た で あろ う うこ と は , ミー マー 000 Kumarila ( 7 世紀 ) 著 SIoka- 
varttika の 次 の 行か ら 推測 され る : 「 「 
II 71cd-72ab か 97 の 27729 が e/07 g72222077222s2 の 622e | 
の 7 か の Sg が 2c //772747724 2 の 75eso が 7 の 7 (v.1. 20 人 4020 が 
22) | | 
| 草 な ど を 変質 させ る ( 頃 な う ) こと を 根拠 と し て , 火 を 有する 当 〔 の 存在 ]〕 
を 確認 (論証 ) する 場合 に は , 知覚 に よっ て 把握 さき れ て いる 【〔 雪 の ] 冷た さ 
に 差 づ MC 4 ( 火 ) の 特色 付け (即ち 圭 さ き ) か ら 生 起す る (その 証 の ] 
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排 愉 が ある (まだ ば 5 で れ 1 火 ) 9 (性 質 ] で ある 熱さ が [論証 を 〕 
- 排 座 する )。 0 


2. 冒頭 に 見 た ジャ イナ の Stotra 間 還 生計 7/os2/s「 焼 く , 焦 が 


す 」 は , 殆ど 古典 サン スク リッ ト (RI) に 用 例 の 限ら れる 稀 な 語 で ある が , 現在 
を し て Gu これ HH か Wo る の みな で ある 


Pras. 1 779sg77 ( 同 所 の み ) [文法 書 : IV 7/syg が , IX が /5 み 7 が 7, 725 が の 77, 
ーー りり // 人 72772 「 「 
[文法 書 : Aor.g ヵ /xsg ヵ Abs. が 7s7 の の , (Kaus.) 7/2s7 の 6] 


VAdi. 7/s72-・ Ramayana (zz-), K1.( の 7 太っ, 72 の /2457- な ど : PVW の 挙げ る 用 例 の ほか 
VisnuSmrti LXX 11: た も あり ), Purana (Zs。 も あり ) 


PasS. 7 の /Zsy272 SuSruta 
NDer. -7/%s-。 7/Zs77- SCHMIDT Nachtr., 7/2s の -。 7/2s22 の -。 0 sg た 
KI. 


_- [//Zs 太 yg7e Patafjali ad II 1.17:26,4] . 間 還 
中 期 お よび 新 ア ー リ ヤ 語 に つい て は , TURNER, A Comparative Dictionary of the 
_ Indo-Aryan Languages (1966) の が z の sg が の 項 に , Pkt. 7Z/osg-。 7 "Durning' が , 
77Zsy276 の 項 に 72/ が 2-, 727 , 7 burn や , Nepali 777szz to be burnf, caus. 
7z/Sy27277 to cook partially” Sinhalese 724Ss222 の の tO burn。 roast, set gn fre な ど 
が 挙げ られ て いる 。 

語義 の 厳 審 な 確定 に は , Susruta-Samnhita 1 (Satrasthana) 12 の 記述 が 有益 で あ 
る 。 同 章 は Agnikarmavidhyadhyaya 「 火 に よる 治療 法 の 章 ] と 題 さ れ , 愚 加 部 を 焼 
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き 除 く 方 法 を 述べ た 部 分 で ある 。 焼 か れ た 結果 (ggg2g) に は 7/Zs72 巡 。 


277Zg77Z72, S の 7272g の の g7272, 722g77g72 の 4 種類 が ある と され る 。 そ の 中 , 
7/2s7222 は 7 が 2 y2 の 72 の 72 7/Sy276 72227 の 72 727 7/Zs7220 | その 中 , 双 が 変 わ 


る まで 限度 を 超え て 焦がさ れる と , それ が 77sg 婦 で ある 」 と 定義 され る 。 愚 部 「 


な いし 焼き の 施さ れる 部 位 の 表面 の み が 「 焼 けた 場合 を 指す も の と 解 邊 され 
語根 /os/ み /xs の 意味 が 「 焦 が す ]」 に あたる こと を 示し て いる 。 後 三 者 は , 語 カ 

- ら ゃ 定義 か ら も ,「 悪 く 焼 か れ た 」, 「 ち ょ うど 正しく 焼 か れ た 」], お よび ,「 過 度 

に 焼 か れ た 」 状態 を 指す こと が 明らか で あり , これ ら の 場合 ,「 焼 か れ た 」 深度 
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は 表面 に 止ま ら な い : 》2o が 7s 太 227 5 の 072s 7 の ZS CS の 27 の 97 の 2267774S C72 の C 


“ CO の 5 の 2 が 72 72g7272. S の 29 の 2g77722 の 277 の 297 の 27 727227722772 SS の 27- 


$ 娘 27272 の 7 の 6726SZ2077722 C の . 72 の 2p777e 7 の 275 の 072 が 02 の gp の が の 7 が 7es7 S27 の - 
SVS の 2 の 2S77 の V2 の 7222 の 2 の 7 の 2 7 の 97 の 7727 の 7 の 5 の 27cCZS CO の 7 の 7 の 00- 
の 77 07 の の S CSW2 C27629 7 の 7 7 の 7 CO 0 の 20 207 が | ひ り ひ り 焼 く 痛 み ・ 赤 
い 性 れ ・ 膜 み ・ 痛 み を 伴っ た ひど い 腫 れ 物 が 生じ 。 そし て , し ば らく し て 止む 場 
合 , それ が 「 濾 く 焼 か れ た も の 』 で ある 。 深く まで 潜行 せ すず が 。 パル ミラ ヤシ の 果 
実 の 色 (つや の ある 黒褐色 ) を し , 形 よ く 整 い , 先 の (ze が 2 の ,。 また は 焼く | 
前 の ) 特徴 を 備え た も の が 『 正 し く 焼 か れん た も の 」 で ある 。「『 過 度 に 焼 か れ た 」 
場合 に は , 肉 が 垂れ 下がる こと , 手 脚 の 不 整 合 , 血管 ・ 脆 ・ 関 節 ・ 骨 の 過度 の 損 
作 , そし て , 苗 っ て くる 燃え る よう な 焼く 痛み ・ 渦 き ・ 和 失神 (意識 混濁 ) が 起こ 
る 。 そし て , その 傷跡 は し ば らく の 間 成 長 し , 成長 が 止ま る と 変色 し た も の と な 
る 」。 | 

他 の 用 例 も 「 焦 が す 」 と 解す る こと が で きる 。 一 例 を 挙げ れ ば , Brhatsamhita 
94.36 2 の 22g72 の /2S76 Sg2727e co 2 を e 227o 720 が 「 上 の 方 が 火 に 焦 が き れ た 
〔 木 ]」 お よび の , 落雷 に 打 た れ た 【[ 木 〕] に カラ ス が いる と , 殺害 が 起こ る 」。. 


3. 語根 os の /zs の 語源 に つい て , MAYRHOFER, 和 RIOIDDNSGNN6S Worterbuch des 
Altndoarischen IEWAial II 193 s.y. が zos (1993) は 2 + os/5 か ら の イン ド 内 部 で 
の 発展 形 を 想定 し て いる 。 22s | 焼く , 焼き 滅ぼす , 敵 や す 」 は ヴェ ー ダ 文献 


郡 (RV-Sa.) に の み 見 られ る 動詞 で , 現在 語 幹 2sgf は ギリ シャ 語 e の 「 焦 が す , 


燃やす 」], ラテ ン 語 zzg「 燃 や す 」 と 同 起源 の 印 区 祖語 *( ヵ ) 2zs-e6- に 遡る 。 


* カ 7 の 527 (な い し *2zosg72) の 用 例 は 知ら れ て いな い が , | 焼き 懸け る , 焼き 始め 


る 」 の 意味 が 予想 され , 「 焦 が す 」 の 出発 点 に な ろう 。 仮 に その 展開 を 古 イ ン 
アー リヤ 語 部 に お いて 考え る と , 次 の よう な 過程 が 想定 され る 。 Satapatha- 


_ Brahmana か ら Srauta-, Grhya-, Pitrmedha-Satra に か け て , 前 置 詞 4 み g を 伴っ て _ 


_ 2 の の Ss077 等 の 語形 が 見 られ (S2 の の s が 7 SB XII 5,1.17, sg の ose7 XI 5.1.13: 2.2 な ど ), 


現在 語幹 -zsg* (第 VI 類 ) の 見 か け 時 3 これ は , 例え ば 2zsZ7 が , の Zs@/ 
(Taittirya-Sarnhita) の Imperfekt * の の SOf か ら 9sg が 2 :: sg の 7 の プロ ポー ショ ン に 候 
っ て 作 られ た 二 次 的 な 現在 語幹 と 考え られ る (Goro, Die “IL. Prasensklasse” 


4 フフ ' 「 1354] 


2 657。、 


Vedischen 109f 参照 )。 前 置 詞 2 の 場合 に も 同様 の 現象 を 仮定 すれ ば * ヵ zosg77 が 
想定 され 。 osgg は その [方言 形 と 理解 され る 。 しかし, 初出 年 代 の 遅 き , 動 調 
形 の 少な さ , お よび , し 方 言 形 で ある こと (中 ・ 新 イン ドア ー リ ヤ 語 も 全て 形 を 
示す 。 一 注 8) を 総合 的 に 判断 する と 中 期 イ ンド アー リヤ 語 か ら サ ンス クリ ッ 


| ト 化 され た 語 工 で ある 可能 性 が 高い 。 そ の 場合 , 当然 zz>o の 変化 を 経て いた こ 


と に な る 。 


4. た だ し , 印 欧 祖語 に は * ヵ 7exs「 焼 く , 燃え る | と いう 語根 が 想定 され て お り , 
Ri ば , 同 語 功 が 何ら か の 形 で イン ドア テー リヤ 香 に も 保持 さ 
れ , 古い 言語 に 現れ ず に 生き 続け て いた 可 自 性 を も 考慮 し て お く 必要 が ある 。 ご 
の 主 根 は 今 問題 に し て いる 77osg7 を 一 つの 根拠 と し て , 一 般 に 認め られ て き 


た : WALDE-POKORNY, Vergleichendes Worterbuch der indogermanischen 


Sprachen II (1930) 88, POKORNY, Indogermanisches etymologisches Worterbuch 1 ' 


(1959) 846 な ど , E. P. HAMp, “Another lesson from frost” (Journal of Indo- 
European Studies [JIES] 1, 1973, 215 一 223) 222 お よ び n.9 参照 。 し か し , が 795 が を 
ひと まず 置け ば , 実例 は アル バニ ア 語 ZS | 炭火 , 赤熱 」」 ラテ ン 語 ZZ2zZ (< 
* の 4S が な | 燃 7Z2e 「 商 く 」 (お そら く Denom. 起源 ) な ど に 絞ら れ , 動詞 形 は 
見 出さ れ な い 。 古 イン ドア ー リ ヤ 語 の 遅い 用 例 を , 存在 自体 の 疑わ し いこ の 語根 
に 遡 ら せる こと は 困難 に 思わ れる 。 


5. * の 7e26S と 同形 の 秋 根 は , 印 欧 祖語 に さら に 二 つ 想 定 さ れ て きた 。 ei83 | 凍 
る 」 お よび ぴ び , * ヵ zegs | 飛び 散る ] で ある 。 もし, 「 纏 る 」 を 意味 する * ヵ zezs の 存 
在 が 確か で あれ ば , 今 間 題 に し て いる | 雪が 焦がす 」 と いう 表現 は , 失わ れ た 


上 r[ 生 ・ 外 が 深 ら せる 」 と いう 古い 表現 の 理解 に 基づく 可能 任 が ある 。 "yew 


飛び 散る 」 の 方 は 古 イ ンド アー リヤ 語 の yos/ の ys 「 弾 け 飛ぶ , 滴る 」 (現在 語幹 
ZS262-/ の Zs2- | 飛び 散ら せる , 滴 ら せる |) に 受け 継が ん て いる 。 そこ で , 関連 
する 諸 問 題 を 改め て 検討 し た い 。 | | 
Lime か OR 
222 の コリ [ 外 : PL 雪 , 冬 | ゴー ト 請 が 5, 現代 ドイ ッ 語 旋 os7 「 寒 き , 
外 」 (< * ぁ yso-), 古 ノ ルド 語 が の sg, 現代 ドイ ツ 語 eyex で らく 。 9 
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(< * の Zese) な ど ) さら に , HAMp, JIES 1 219ff に よっ て , ケル ト 語 か ら も ウェ ー 
ルズ 詩 娘 e 年 osY, 7ez0 freeze な ど が これ に 属す る こ と が 論じ られ て いる 。 
さら に , この * ヵ es | 凍る | と . *》Ze4S | 焼く 」 (一 4.) と の 関係 に つい て も 


議論 が あっ た 。 WArpE-PokoRNy IT 930) 88 は |「 楽 さも , 熱く て 着い 感覚 を 引き 


起こ す 」 と いう 注記 を 付 し て 同一 見 出し 語 中 に 収め て お り , PokoRNy (1959) 846 
は これ を 閑 細 す る 。FirsT, Vergl. Wb. der gotischen Sprache (1939) 169 sv. /27/ 人 ん) 
Cemn stechendes Gefihl hervorrufen, frieren, brennen” う , W.P. LEHMANN, A Gothic ' 


| Etymol Dic. (1986) 129 (“freeze: burn”, DE VRIgS, Altnordisches etymolog. Wb.2 


(1962) 143 s.v. 2s2 (PoKoRNy に 基づき "ein stechendes gefihl hervorrufen), WALDE- 
HOFMANN, Lateinisches etymolog. WDb.: 1954) 378f. S.V. 77472 の, KLUGE- IMTTZKA, 
Etymologisches WDb. der deutschen Sprache 21975) 219 s.v. 7eZez ( 「 強 い 楽 さ と 
い 部 さ と は 同様 の 効果 を も た ら す こ と が ある 」) な ども 同様 の 見 解 を と る 。 さ ら に 
W. ScHrZE。 KZ 56 (1929) 141= KI.Schr. 479 を も 参照 。 し か し , その 場合 。 原義 
は 「 鋭 い 刺 激 を 感受 する , ひ り り と 感じ る 」 あ た り に 求め られ る で あろ う が , 粘 
果 と し て の 感覚 を 意味 する 語根 か ら , 原因 と な る | る 」 「 外 」,「 焼 く , 燃え る 」 
な どの 自然 現象 を 表す 語 抽 が 導 か れる と は 考え 難い 。 寒 さき や 熱 に よっ て 引き 起こ 
され る 感覚 を 表現 する 際 の 比 降 的 用 語法 は さら に また 別 次 元 の 問題 で ある 。 | 
S. COSTA PARGA, Journal of Indo-European Studies 2 (1974) 94f “Discussion con- 
cerning Eric E. Hamp's article on frosf in Vol.1 No.2” は , 印 欧 祖語 * ヵ zezs 「 焼 く | 
と * の yews「 纏 る 」 と を 論じ た HAwP の 上 掲 論 文 に コメ ント を 加え た も の で ある 。 
彼女 は , フラ ンス 語 ez スペ イン 語 園 。 特 に アル ジェ ン テ ィ ン に お ける | 雪 
に 焼 か れ た 植物 ] と いう 表現 を 基 に , 太陽 が 「 焼 く ] こと と 還 が 「 焼 く 」 こと と 


_ が 農作業 に 同様 の 結果 (被害 ) を も た ら す こと か ら 両 語義 を 橋渡し し よう と し て 


いる 。 本 稿 の 出発 点 と な っ た サン スク リッ ト の 用 例 (… 1.) は まさ し く こ の 事情 | 
と 比べ られ る 。 し か し , 単語 本 来 の 意味 に , 脱水 ・ 諾 化 状態 を 表す 抽象 的 な 内 容 

を 想定 する こと は 思 弁 的 に 過ぎ よう 。 語 功 が 成立 する と き の 動 機 と , 既成 の 語 を 
用 いて 表現 する 仕方 と は 別 次 元 の 事柄 と 考え る べき で ある 。CosTA PARcA の 指摘 
する 表現 も , 「 焼 く ]」 と いう 語 を 浅 や 雪 の 作用 に 比 職 的 に 転用 し た も の と 考え る 
方 が 自然 で あり , 印 区 祖語 に | 焼く ] を 意味 す 語根 * ヵ zegs の 存在 が 疑わ し い 以 「 
上 , さら に その 比 職 前 用 法 が 複数 の 語 派 に 古っ て 「 凍 る ] と いう 意味 の グル ー プ 
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を 形成 し た と 仮定 する こと に は 無理 が ある 。 


6. SEEBOLD, Vereleichendes und etymologisches Worterbuch der germanischen 
starken Verben (1970) 211 s.v. FREUS_A- 'pefrieren' は , ゲル マン 語 の 動詞 *》egs- 
@ の g- が も と も と *72egs | 飛び 散る 」 に 遡り , “besprengen, spritzen”|( 水 を ) 撤 く , 
か ける 」 を 意味 し た が , 同 語根 か ら 派生 し た 名 詞 形 が 専ら | 霧氷 , 」 の 意味 で 
用 いら れ た 影響 下 で | 凍る | に 移行 し た と いう 可能 性 を 指摘 し て いる 。 こ の 見 解 
は KTLUcE-SEEBOLD, Etymolog. Wb. d. deutsch. Sprache (21989) 232 s.v. ezeg に 
ゃ 引き 継が れ て いる 。 最新 の Lexikon der indogermanischen Verben (Rr, KOMMEL 
他 , 22001) 494 (B. ScgrRwgR 担当 ) は , これ ら の 語 を 同じ く * ヵ zezs “sprihen, 
spritzen”「 飛 び 散 る 」 に 帰し 。「【 誰 た い 〕 水 を か ける | >「 冷 や す 」 か ら 導 こう 

と し て いる 。 こ の 見 解 が 正しけれ ば , * ゆ egs「 凍 る 」 を 設定 する 必然 性 も 失わ れ 
る 。 この 語根 に 確実 に 遡る の は , 計 に 触れ た 38 り 。 芋 イ ンド アン リツ 
が zos/ の 7 | 弾け 飛ぶ 。 滴る 」 で ある 。 現在 語幹 は Nasalprasens に よる faktitiv 
(使役 的 ) 語幹 ysz2 の -/ が 752- | 飛び散ら せる , 撤 き 散ら す 」 で ある 。 用 例 は 

グ ヴ ェ ー ダ (RV) に 限ら れ ,「 バ ター オイ ル , 良い も の (www) を ふり 撤 く , M 
体 に よっ て (nstr.) も の を (Akk.+ gp の 濡らす ] な どの 用 例 が 見 られ る 。 さ ら に 
現在 語幹 Zs2y2" が あ り 」 主 に 「(… に 向かっ て 2 の 滴 ら せる , (… を [Akk.+ 広 

液体 で [fnstr.]) 濡 ら す 」 の 意味 で 用 いら れる 。 


7. |「 導 | 等 の 語 が * ヵ zezs「 飛 び 散 る 」 に 帰す る か 否 か ば を 判断 する に 当たっ て は , 
占 イ ンド アー リヤ 語 Zzzsp の -, 77245 の の - の 解釈 が 問題 と から きだ 。 選 の 請 は 。 青 
く は | 閑 」 と 解釈 され , これ に 相当 する 語形 が ラテ ン 語 の ZZ2 < * の ZS72- 
| 靖 : Pl. 雪 。 冬 | の 背景 に 想定 され , * ヵ egs |「 凍 る | の 存在 を 支え て きた 。 し か 
し , 語義 と し て は 先ず | 区 結 忠 し た 水 ( 滴 )|」 が 考え られ る 。 以下 に ZZsg2-。 
724S の - の 全 用 例 を 検討 する : 

7.1. Atharvaveda (Saunaka) [AV] XVIHI 3.60 (葬送 の 歌 中 ) 2 7e 2 太 27 の 0 の - 
7 | 22 76 カ 7509 の 5 の 7277 | 57776e 720972 | 7Z7&e //27720972 | 97 を 7 
9 が 5 272 72 の 9 | 2722 の 7 S4 の 992772 666 | 「 霧 が 君 に めで た く 現 れ よ 。 露 (また 
は , 痛 ) が 君 に めで た く 下 り よ 。 傘 た い ( 傘 や す ) 【 植 物 ? 〕] よ , 冷や す 作 用 を も 
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つ 植物 ? 〕 よ , 涼し ませ る [植物 ? 〕 よ , 涼し ませ る 作用 を も つ [植物 ?〕 よ , 
[ 君 は 〕 2 た く 雌 ガ エル と な れ 。 こ の Agni ん を , う ま 
く 鎖 め よ 和 

の Yajurveda に | は , Asvamedha ( 馬 の 和 祭 ) の 志 (eSIN て , 次 の 二 つ の 
mantra が 見 られ る : 1) 72S2g 70 | 肖 粒 た ち に よっ て 露 た ち を 〔 こ こ に 祭 
る 〕」Vajasaneyi-Samhita [VS] XXV 9- 同 Kanva [VSK] XXVII 9.1, Maitrayani 


_ Samhita [MS] III 15,8:180.2, 27220 が Z2so222 Kathaka-Samhita ASvamedha 章 


IKSASvam.] 13,10 (TaitGriya-Samhita [TS] V 7.20,1 の 伝承 は 7 が 2 の Zsgg) )ー (2) 


772s の 2 が yg so | 填 た ちの た め に ス ヴ ァ ー ハ ー」 VS XXII 26-VSK XXIV 12.1. 


(TS VI 4.13,1 の 伝承 は pysog0ygZ s2 の 2), 一 般 に TS の 当該 部 分 に 依存 する と 判断 
され る KSAsvam. 4.2 の 唯一 の 写本 は りり 4AY777//277 N/7// だ | 
7.3. Agnihotra (毎晩 毎朝 の 熱し た 牛乳 の 献 供 ) 【 に 関す る brahmana 部 分 か ら 


MS 1 8.5:121,13 222c/2 の 學 S の の 72 の の 222 の 7S77. 72s77 S の 222 の の 7 の 724S の 22 か 77272 


gg の 2727S7. 7 の 252 7 の 0 の の g7 が 7 | 下 へ と , 夕 べ に は (アグ ニ ホ ー ト ラ の 献 供 に 用 


いた 柚 桂 を) 拭い 下ろ す 。 そ れ 政 , 夕べ に は , 露 (水滴 ) が 下 に 隆 り る ( 下 へ 向い 
て 行く )。 上 へ と , 日 中 は (つま り , 朝 の アグ クニ ホー トラ で は ) 拭い 上 げ る 。 それ 菩 
日 中 は , [ 露 ・ 水 滴 は ]〕 上 へ と 行く ( 藻 発 する )」: 一同 L87:126.13 (- KS VI6:55」 
19, Kabisthalakah を Sa IV 5251.10) の sg の gyo の 227 2 の 377/ の 7 の ん s227 の の 7S2/ 
7 の 26 「( 祭 場 に 敷く ) 敷 草 は 植物 た ち で ある 。 (供物 等 に ) ふり か ける 水 た ち 
は 露 た ち で ある 。 (Ahavanya 祭 火 を ) 囲む 林木 た ち は 方 位 た ち で ある 」。 
7.4. Rajasuya 祭 の 大 王 準 頂 儀 礼 に は 様々 な 水 が 用 いら れる が , こ れ に 関し て 
Satapatha-Brahmana V 3 も 上 に は 4 7726So gy が | 次 に , 露 た ち 【〔 か ら 取 っ 
た 水 〕 を 流 む 」 が 見 られ る 。 よ り 右 い MSIV 41F51,1 は 部 分 の 所 有 格 を 用 いて 表 
現 し て いる : 42 7 M22277777 72722 7672 の | 次 に , 露 た ちの ・ か ら 〔 水 を 流 
む 〕 場合 , そ の こと に よっ て 【 祭 ド 二 は 〕 今野 に 属す る も の を (自ら の 下 に 半 い 込 
む Ne 

. 要する に , Yajurveda の マン トラ と brahmana, お よ び Srautasutra に 女性 
1 が so の - 「 露 , 結露 し た 水滴 ] が 確認 され る 。 た だ し , 祭 式 文献 の 原型 が 成 
立 し た 時 点 に お ける 地理 的 な い し 季節 的 条件 (当該 祭 式 儀礼 が 行わ れ た 時 期 ) か ら 
上 記 の 用 例 が も と も と 「 首 ] を 意味 し た 可能 性 も 否定 は で き な い 。 こ の 語 は 
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「 20) 
Atharvaveda で は アク セン ト 位 置 を 異 に し て yzsg と し て 現れ る 。 本 aittiriya 派 , 
SR 
安定 に な っ て いた こと が 卿 える 。 「 


1919】 


8. 接尾 矢 (な いし Ausgang, 一 注 25) -22- < * た >-- と いう 特異 な 形成 法 か ら 判 断 


し て , 7Zs2 の 9- が ラテ ン 語 の 7Z22 < *2Z257 の - | 縛 ) Pl. 雪 。 冬 | (ー 注 11) と 共 
通 の 古い 語 夢 に 遡る 可能 性 は 高い 。 その 語 葉 成立 時 の 動機 を 「 露 | 「 還 ]」, あ 
るい は その 両方 , の 何れ に 求め る べき か は 決定 で き な い 。 語義 の 違い は 天候 の 
差異 に よる 意味 展開 , また は 選択 に 基づく と 考え る こと が で きる か ら で あ る 
(MayRHioppR, EWAia sy 参照 )。 も と も と 「 吉 , 水滴 ] と 「 外 の 両方 を 意味 し 得 
る 語義 が あっ た と 仮定 すれ ば 「 幾 結 する , 凝結 し て 現れ る 」 の よう な 意味 が 想定 
され , * カ 762$ [飛び 散る 」 と 結び つく 可能 性 は 大 きい 。 表 い か える と 。 | 飛び 散 
る 」 は, 「( あ ちこ ち に ) 凝結 し て 現れ る , 滴り 出る 」 と 厳密 化 きれ, 「 纏 る 」 を 意 
味 す る 同音 語 を 想定 する 必要 ! よ な く な る 。 即ち , ゲル マン 語 の 動詞 *zzs-e2- は 


SEpBorp の 指摘 する よう に (た だ し , 彼 は 語根 お よび 動 記 の 人 沿 


て いる た め , 全体 を 統一 的 に 解釈 する こと に 成功 し て いな い ), も と も と 「 飛 び 散 る ] 
(正確 に は [滴り 現 れる ]」) を 意味 し た が , 派生 名 詞 が ゲル マン 語 半 に お いて (ラテ ン 
語 , ケル ト 語 に お いて も ) 専ら 「 朋 水 , 夫 ] の 意味 で 用 いら れ た 環境 下 で 「 四 が 降 
り る ], さら に は 「 凍 る 」 に 特 化し た と 解す る こと が で きる 。 さ ら に , この ゲル 


マン 語 に 見 られ る 現在 語幹 と 古 イ ンド アー リヤ 語 の 現在 語幹 Zsz2%- (の ZsZ- 


22z が 5 が Zsgfe な ど ) [飛び散ら せる , まき 散ら す , 滴 ら せる ] と を 比較 する と , 
印 欧 祖語 に 本 来 * の Zs-e- 「 飛 び 散 る | :: ・ カケ 2S- が 6 が - | 飛び 散ら せる 」 と いう 
ISIRB8S thematisches 2PUDL2S (fientiv-intransitiv):: N aSalprasens (fakti- 
tiv-transitiv) と 凡 2 一 対 の 現在 語幹 形成 が あっ た こと が 跡 づ けら れ , 以上 の 推定 
は 一 層 強 化 き れる 。 


8. 上 記 の 解釈 が 正しけれ ば , 「 纏 る 」, 「 焼 く , 焦がす 」, ある い は その 両者 を 同 


時 に 意味 する よう な 語根 を 印 欧 祖語 に 想定 する 必要 は 無い 。 冒頭 に 見 た ジャ イナ 


の スト ー ト ラ 中 の 7/osg7 は , 語源 的 に これ ら と は 関係 な く , の 2 + の 57 の 中 期 イ 
ンド テー リヤ 請 形 を 背景 に も つも の と 判断 され る (3)。「 固 , 雪 , 案 さ が 草木 
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を 焦がす , 焼く ] と いう 言い 方 は , 植物 を 「 和 干からび させ る , 枯死 させ る 」 こと 
を 比 職 的 に 表現 し た 表現 レヴ ェ ル の 間 題 で あり , os の 例 や CosTA PAReA の 指 
描 する ロマ ンス ( 語 ) 語 の 表現 (… 5.) は これ に 当たる 。 


注 

1) Bhaktamarastotra は , 同じ く Parsvanatha に 捧げ られ た プラ ー ク リッ ト に よる 
Bhayahara | 索 居 を 払う [ストー トラ ]| と 並ぶ Manatunga の 作品 。LENHARD, A 
History of Classical Poetry, Sanskrit-Pali-Prakrit (1984) 135 は 年 代 を 5 世紀 か ら 
9 世紀 の 間 に 想 定 す る 。LrENHARD は PtJ. VpyAsAcGARA 版 (Kavyasangraha, 
Calcutta 1888) に 従い ,“Bhaktacamarastotra” と し て いる 。 題名 は , Kalyana- 
mandistotra 同様 , 作品 冒頭 の 語 に よっ て いる 。 両 作品 は それ ぞ れ 44 詩 節 か ら 成 

る 。 韻律 は いずれ も vasantatilaka。Kalyanamandistotra の 最終 詩人 節 は arya で ある 
。 JACOBI 同 所 377 は 後 の 付加 と 考え , 付加 が 疑わ れる 前 者 の 1 詩 人 節 を も 考慮 し 
て , 両 ス トー トラ が 元々 43 詩 節 か ら 午 成 され て いた 可能 性 を 指摘 し て いる 。 

2) ye 92 と 2 の 解釈 に は 疑問 が 残る 。 JAcoBr “Wenn, o Machtiger! von Dir 
der Zorn zuerst unterdrtuckt wurde, wie konntest Du darauf da noch, heil die 
Thaten-Diebe vernichten? Sengt denn nicht aber auch hier (amutra!) in der Welt 
der Schneefall trotz seiner Kalte die Haine der Nilabaume? (Ohne Zorn todten, 
scheint ebenso widerspruchsvoll als das Sengen des Frostes.) "。 JAcoBI が “auch 
hier (amutra) in der Welt' と する gz が eo 7oge は 文字 通り に は 「 あ の 世 で (は )」 
を 意味 する で あろ う が , 2g2s, 27 が 近 称 の 事項 を 指す 用 例 は 古典 サン スク リ 
ッ ト に 実際 見 られ る よう で ある 。 例え ば , AbhijnanaSakuntalam V 作 ( 下 党 に 入 
っ た 苦行 者 の 言 ) 2202go/ A272272 7 の 0 が 0 が 7 の 5 記 77 5 の が ド に 全 る 信 ど 。 ご 
の (件 の ) 王 ( 男 た ちの 首長 ) は 偉大 な 天 分 を 持ち , 不断 に 〔 務 め を ] 堅く 守っ 

ム っ 人 て は いる 」, V 19 wc22 が か 727 92497 77276222529792722 が es | この (件 の ) 変 

館 は , 専ら , 権力 に 酔う 者 た ち に , ( 形 と な っ て ) 現れ る も の 」。 

3 MLR. KArE (second revised edition 1945) は /2zez 7s の 7627 97 の 22 の 29 の 22 
27722 6772722 729 の 6 | 雪 に よっ て , 【 即 ち 〕 氏 に よっ て , 打ち 倒さ きれ , [即ち 〕 

。 焼 か れ た , 水運 (2g2z/), 【 即 ち ] 水 蓮 (227 た) の よう に | と 正しく 注記 し 

て いる 。 PURUSHOTTAM SHASTRI DATTAWADKAR の 注 (Ed. NARAYAN RAM ACHARYA, 
second ed. 1948) は zzez2 を 727222 | 外 に わ れ た 」 と し て , [焼く] こと に は 
言及 し な い 。 

4) 山上 移 道 , 竹中 智 泰 , 黒田 泰司 , 赤松 明彦 NOMU anumana 章 の 研究 


吉 > dd 
/ 衣 チ , し が 4@496 傘 
作ら こら トン 
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GI) 一 和訳 と 解説 一 | イン ド 思 想 史 研究 3 (1985) 24 : 『[〔 雪 焼け に よっ て 〕 章 

等 の 枯れ た こと を 理由 と し て ron も つこ と 」 を 論証 する な ら は , 〔 そ こ に 
は 〕] 知覚 に よっ て すでに 認識 され て いる 【[ 雪 の ] 「 冷 た さ 」 に 基づい て , それ 
[すなわち , 火 を も つこ と 〕 の 付加 的 特性 〔 で ある 「 熱 さ 」] と の 矛盾 が 生ずる 』。 

5) Dhatupatha 7 ヵ Zs, 7zs 参照 :1 735.736, IV 8.107 (以上 “ze”) , IX 55.56 
(“se の 229-S6 の 27 の - の 7 の 7768 )。 

6) 大 地 原 誠 玄 訳 矢野 道雄 校訂 『 ス シュ ル タ 本 集 】 第 1 閥 G999) 35: | 此 中 , 
甚 し く 焦 げ て 悪し き 色 に 変 し た る も の は 焦 性 焼 釣 な り 』。 同 訳 は 以下 の 3 種 を そ 
れ ぞ れ 「 不 完全 焼 和 』 『 完 全焼 迷 』 『 過 度 焼 科 』 と し て いる 。 

7 ) * は 実際 に は 在 証 きれ て いな い 復 元 形 で ある こと を 示す 。 

8) ヶ が 優 鞭 な イン ドア ー リ ヤ 語 で は , 印 欧 祖語 の * ヶ が 逆 に 7 で 現れ る 例 は 少な 

い : 27000/2 | 引っ 失 く 」 の 場合 は , RV は ヶ 形 を も つが , AV 以降 7 形 が 優 鞭 で 
ある : SB 7xc72-「 犬 が 引っ 拉 い た 傷跡 】 な どの 背景 に 想定 され る */syeg 「 反 
き 出 す 」 (cf MAyRHorgR, EWAia 1 375f. s.v. zz/z2c の -。 REX。 KOMMEL 他 Lexikon der 
indogermanischen Verben2 [LIV] 307 s.vy.) は 事例 が 極め て 少な く 判 断 材料 と し て 
は 玩 い : Yajurveda の 散文 等 に 現れ る //Zyg 「 揺 れ 動 いて いる | は 一 般 に *a7e 女 
「 沸 き 立つ , 渦巻 く 」 に 帰 さ れる (cf EWAia II 480 s.v., LIV 305f s.v.) 。 中 期 イ ン 
ドア ー リ ヤ 語 の 所 詩 東 部 方 言 で は , 無論 , 7 形 は 優 鞭 で ある , 例え ば , /27Z(⑫)- 
(アシ ョ ー カ 王 碑 文 Kalsi, Jaugada, Dhauli な ど ) < 奴 - 「 王 」。 

9 ) WArLDg-PoKoRNY 88, PokoRNY 846, HAMp, JIES 1 (1973) 221。 さら に 了 T. 
SCHMIDT, Zur Geschichte des Indogermanischen Vocalismus (1871) 272 参照 。 

10) ラテ ン 語 zo は 後述 する 語根 * ヵ es 「 飛 び 散 る (は ぜ る )」 か ら の 派生 と 解 
秋 す る こと も で きる 。 特に zz-2z25- | 火花, 層 . し ぶ き (< 弾け 散る ・ 散 っ た も 
の )」 AV, YS + 参照 。 さ ら に , T. ScnMrpr 前 掲 書 272 項 上 参照 。 あ る い は , 別 の 
何ら か の 語根 か ら , 接尾 辞 -y2- < *-sgp- (また は , -s-2- < *-s-2e-72-) に よっ て 
作ら れ た 名 詞 と も 考え られ る , cf gzg | 月 , 月 光 ] < *7eg-sge/z- 一 古 イ ン 
ー リ マヤ 諸 2 が sz の - | 月明かり, 月 夜 ] < *227 が 2- < * の eg た Se/2-o 2 ' 
ル バ ニ ア 語 形 に も 伏 在 する 。 

11) SoMMER, Handbuch der lateinischen Laut- und Formenlehre (1914) 126, 164, 
225 (SoMMER/PrsTER, L 1977, 103, 130, 171) , WArLpE-HoFMANN, Lateinisches ety- 
molog. Wb. G1954) 378f s.v. が zzg (Hit), HAMP JIES 1 (1973) 217f, Rx “Rap- 
porti onomastici fra il panteon etrusco e quello romano” (Fs.Pallottino, 1981, 104- 
126 = Kleine Schriften 272-294) 120 (=288) 参照 。 

12) HAMp, JIES 1 222 も 同様 の 指摘 を し て いる 。 


[361] 「 雪が 焦がす (後藤 ) 470 


13) この よう な 説明 過程 に も 先行 者 が ある も の と 思わ れる が 詳 に し な い 。 
MAYRHOFER, PWAia II 193 s.v. が 7os (1993) に は リト アニ ア 語 gs7「 洗 う 」 等 に 
言及 し て “* ぐ 77ezs (の, betraufeln, mit (kaltem) Wasser besprengen, durch 
Wasser kihlen, waschen” な る 一 節 が 見 られ る 。 

14) 他 に スラ ヴ 語 の *-s&e- に よる 現在 語幹 セル ボク ロア チア 語 の fs&2, が ZS&g7 が 「 飛 
び 散 る , 飛び 跳ね る ] な ど 。 さ ら に , 注 10 参照 。 

15) 語根 ヵ zZos/2 の Zs は 派生 形 を も 含め て ヴェ ー ダ 文献 に の み 現 れる 。 上記 の 
2S2072, Zs の 7 の 7 (と も に RV の み ) の 他 , 「 滴 る , 飛び 散る ] と いう 自動 詞 的 
意味 で , が Zs の -7 (の 72S2 の た, の 977- の 77652 の 7 た Yajurveda-Samhita の ASvamedha マン 

トラ , y-o が ysg67 Vadhula-Anvakhyana IV), yy-g2 が Zsy7 SB が 現れ る 。 さらに, 
Aor. Fut. な ど 若 干 の 語形 が 見 られ る 。VAdj. は Zs272- (RV) で あり , 2zs2y の の 
が ys" と と も に set 語形 を 示す が , その 由来 は 不明 で ある (… 注 22)。 

16) 以下 に 触れ る 諸点 は GERow, JIES 1 (1973) 224-231 が HAMp の 論考 を 捕捉 す 
る 形 で 取り 上 げ て いる 。 しかし, 同 論文 に は , Text・ 内 容 ・ 言 語 に 旧 る 理解 , 論 
理 そ の 他 の 点 で , 極め て 不満 が 残る 。 

17) AV 写本 に は 特に 異 読 な し 。 一 Taittiriya-Aranyaka VI 4.1 Zsgg (V.1. Zs 店, Zs 放 の ) 。 
cf の 基 に な っ た 詩 館 は RV X 16.14 6e 322276 | 7Ae 7272097 | 2 の 77- 
ん 7 の 5 s の 22 g2726 ! 222 の 72 sz の 2g2722 27s72 | | 冷た い (冷や す ) 【 植 物 ?] よ , 
谷 や す 作 用 を も つ 【 植 物 ? 〕 よ , 涼し ませ る 【 植 物 ? 〕 よ , 涼し ませ る 作用 を も 
つ 【 稲 物 ? ] よ , 具 ガ エル と うま く 《 番 え , この Agni ( 恭 時 の 火 ) を うま く 喜 ば 
起 よ 」。 

18) ~ Kanva 派 VI22.13, cf Katyayana-Srautasutra XV 4.33 (Ed. に よっ て は 35, 38) 。 
Baudhayana-SrSu XII 8:97,11 .… 72 が sg は Taittiriya 派 の 語形 に よる 。 同じ く 
派 の Apastamba-SrSu XVIII 13,13 zesg2z9 (写本 の 7s 太 2 の 7, Zs の 2 の 7 【 或 い は 
が s 友 22 か 印刷 不明 瞭 ]), Hiranyakesi-SrSa XIII 5,14 (Ed. 7ys 放 ZZ) は 対応 
行 作 を 部 分 の 所 有 格 に よっ て 述べ る 。 上 記 7.2. に 挙げ た TS の 2 例 , 前 注 の TA 
な ど , Taittirrya 派 は 一 貫 し て み と いう 諸 形 を 示す 。 同 派 の ヶ の 発音 が zz に 近 
か っ た 事情 を 反映 する も の と 思わ れる 。CArANp, Uber das rituelle Satra des 
Baudhayana (1903) 66, BLooMrrEgLD-EDcERTON, Vedic Variants II (1932) 312, 
DEBRUNNER, AiG T Nachtrage 19: 31,18, KUrPgR, Kratylos 33 (1988) 171 参 照 。 MS I 
8.5:121.13 (ー 7.3.) は 正しく が ys22 と 伝承 。 

19) Ed. vV. ScHROEDER, Ed. SATAVALEKAR と も に ヵ 2s の 6 ( 異 読 な し ) 。 同 派 の 
Manava-SrSu IX 1.2.36 も , Ed. KNAUER, Ed. V. GELDER と も に ヵ zs カ gg が と 校訂 
(Mss. pusyanam): Varaha-SrSu II 3.2.21 の 写本 も 7zs の 2 の 2。 CALAND, WZKM 23 


! 


」 / 拓 に 人 かみ を を の の し 
' MG 。 [362] 
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(1909) 56 = KI.Schr. 177, CALAND-RAGHU ViRA の VarSrSa へ の 脚注 は 24s2222 
に 訂正 すべ きこ と を 指摘 し て いる 。Maitrayaniya 派 で は , MS の 伝承 の 古い 段階 


で ヵ ZsZz の が へ の 誤り が 起こ り (無論 が spo-「 花 ] へ の 連想 が 働い た も の と 思わ 
れる ), 同 派 の SrSu. に 反映 され た も の と 考え られ る 。MrrrwEp, Textkritische 


Bemerkungen zur MS (1986) 166 の 同 所 に 対す る 考察 (TS 語形 に つい て の 判断 , 


“Blumenwasser” な ど ) は 的 が 外れ て いる よう に 思わ れる 。 これ に 対す る KUrPER。 


Kratylos 33 (1988) 171 の 批判 を も 参照 され た い 。 
20) * の zzs-g の >- と いう 構造 上 の 理由 か ら , AV に 見 られ る 語末 に アク セン ト を 持つ 
形 が 歴史 的 語形 と 判断 され る が , Yajurveda の 3 学派 が 揃っ て 語頭 に アク セン ト 
を 示す こと か ら 判 断 し て , ヵ zsog@- が 実際 の 語形 で あっ た こと (Sprachwirk- 
lichkeit) も 耕 定 で き な い 。AV の /yzso の た が 「 獲 」 YV の 7 が Zs の 7 が 「 露 」] と いう 
よう に , アク セン ト に よっ て (一 次 的 に ) 意味 の 区 別 が な され た 可能 性 も ある が , 
少な い 用 例 か ら は 判断 で き な い 。 


21) MAYRHoFER, s.v. が Zs2 の - は , Kurzgefasst. etym. Wb. II 381 (1959) に お いて は 


“Reif, Rauhfrost Eis” と いう 語義 か ら 出 発し て , “の zzsz07 betraufelP” と * の es 
| 凍る 」, |「 焼 く ] 94 が し て いる が , EWAia s.v. (1993) で は 
“Tautropfen, kihler Tropfen" 989 が os | 飛び 散る 」 に 属す る と い 
う 態度 を より 鮮明 に YY 吉 

22) set の 外見 を 呈す る 語形 (ー 注 15) が 現れ る こと , 中 期 イ ンド アー リヤ 語 

語頭 に 7, を も つ 語 形 , ラトヴィア 語 の s-mobile を 伴う の 

MAyRHorER, EWAia は 復元 に 慎重 を 期し , *G の zegs( 7 と し て いる (一 注 13) 。 
し か し ,「 飛 び 散 る , 弾け 飛ぶ ] と いう 意味 の 場合 に は , 擬音 ・ 擬 態 に よる 特別 

_ な 音 変化 は 十分 予想 され , 出発 点 と し て は * の 7eS で 問題 な か ろう 。 


_23) 「 飛 び 散 る | の 本 来 の 意味 が 「( あ ちこ ち に ) 凝結 し て 現れ る , 滴り 出る | で 


- あっ た の か , 後者 は 前 者 の 用 例 の 一 つ で あっ た の か は 決定 で き な い 。 
24) 6. に 挙げ た 「[〔 冷 た い 〕 水 を か ける | > 「 冷 や す 」 か ら 尊 く 仮 説 (LIV) は 
時 と も と 自動 詞 (fentiv-intransitiv) と 考え られ る 点 か ら も 採り 難 


o。 証 イ ンド アー リヤ 庄 の 所 詩 第 一 頻 現 在 活用 に あたる vollstufiges thematisches 


Wurzelprasens は 動作 の 起こ る 時 間 幅 を いわ ば 引き 延ばし て 表現 する 機能 を 但 う 
だ け で あり , その よう な 意味 要素 (Verhaltensart。 Rektionsart) を 変換 する 機能 
は な い 。 
25) INasalLInfix-Prasens に よる が の 2g7e | 清 ま る : : 7 | 清め る | の タイ プ が 知 
られ て いる : 華 GoT6, Die “IL. Prasensklasse” im Vedischen (1987, 21996) 61f.。 
目下 の 場合 に は , NasalLInfix-Prasens (* が 7-2@-s-) の 代 わり に -z@z-Prasens が 用 
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いら れ て いる 。 こ の *\z 要素 が ysog-/ の 450 の,。 ラテン 語 222 < の Zs の - に 
見 られ る *- と 関連 する 可能 性 は 否定 で き な い , cf 4272- :: 22zog7 | 走る 。 
流れ る | 722 た 。 9727- :: ZZ の の 7 | 凄 ぎ 越え る 」, GorTO, I. Pras. 164 n.262. 
へ 「 TIcHY Nom. ag. aufg た (1995) 41 参 照 。 
26) KTUcGE-SEEBOLD, Rrx-KUMMEL-SCHIRMER (一 6.) は これ ら の 現在 語 電 そ を の も る の 
に は 言及 し な が ら 。, 単なる 列 華 に 終わ っ て いる 。 の 2 の の -/ の 726S の の - 語 目 体 に つい 
て の HAwp の 語源 解釈 に は 曖昧 な 点 が ある が , 「 飛 び 散 る 」 に 遡 ら ちら せ て いる よう 
で あり (p.216), 役 は 3 つの 同形 語根 を 想定 し て いる こと に な る 。 
27) この よう な 表現 方 法 が 他 の 言語 に どの 程度 見 られ る か と いう こと は それ 自身 
興味 深い 問題 で ある 。 日 本 語 の 「 焼 け ] は 崩さ れ た 度 膚 部 分 の 感覚 を 調 う も の 
で ある が , 「 焼 く ] と いう 語 革 に 「 療 く ] と いう 意味 が 元々 ある の で は な く , 「 焼 
く 」 を 比 隊 的 に 転用 し た 表現 上 の 問題 で ある 。「 雪 に 焼け る 」, [ 雪 焼 け 」 の 場合 
に は 色 の 黒 さ に つい て 「 陽 に 焼け る 」 か ら 転 用 し た も の で ある 。 な お , dg 「 焼 
く 」, VAdi. 2g262- が 雪 や 名 に つい て 用 いら れる 用 例 (cf 注 3) は 事実 上 見 出さ 
れれ な か っ ら だ た 。 「 


(ご と う ・ と し ょ ふみ 東北 大 学 教授 ) 
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